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概要:ソ ケットを予め仕込んだ発泡スチロール球とプラスチ ック性接続棒を用いる分子模型教材は,見 方を変え
ると,特別支援を必要 とする小学生のための学習支援教材となり得る。そこで,こ れまでの利用方法を基本 とし
つつも,子 どもたちが楽 しく遊びなが ら学べることを目的とした学習キットの開発に取 り組んだ。今回,ソ ケッ
トの位置を工夫 した2種 のカラフル発泡スチロール球 と従来の接続棒を組み合わせてキッ ト化 し,事例研究を行
った。その結果,い くつかの改善点の指摘もあったが,当 初の目的は達成できた。また,テ キス トを見ながら作
製体験することでテキス ト通 りの作製物ができた達成感や,さ らに即興的なアイディアを創造的に作製できた喜
びを感 じるなど,自 己肯定感を向上させる効果 もあることがわかった。
Abstract: 
  The molecular model kit comprising the styrene foam ball that has a socket and a plastic stick for connection can 
become effective teaching materials for schoolchildren who need special support. In this study, we redeveloped the 
molecular model kit by combining two types of the colorful styrene foam balls with the conventional connection stick, 
and performed a case study that utilized this kit. There were considerable signs of improvement. We have 
recognized this kit to be a potential model comprising both a measure of creative activity and a sense of 
accomplishment, wherein children who need special support are able to create the same molecule as that drawn in the 
text.
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ある。 しかしなが ら,このような市販の模型は,高 価
のものも多く,ま た,手 ごろな価格のものは,炭 素原
子数6個 程度に限定されたセットであり,様々な有機


















原子 と結合する位置を求め,そ こにボン ドを用いて木
棒結合手を固定 し,さ らに他の発泡スチロール球原子
を接着 してい くことで,分 子模型を完成させるところ
にある。このため,一 度分子模型を作製すると,一般
的に市販されている分子模型教材 とは異なり,一旦バ
ラバラに戻して,再 度別の分子に作 り替えるとい う操










る。更に,ソ ケッ トを埋め込んだ原子同士を,柔 軟な
プラスチックパイプで連結脱着することにより,化学
結合の学習に繰 り返 し使用することができる。




















開発 したキッ トの構成は次の通 りである。5方 向で
結合させることのできる白球 ・オ レンジ球 ・ピンク球 ・
空色球各6個,4方 向で結合させることのできる灰色

















































4:男児2名,小2男 児1名,小1:女 児1名,年 長
児:女 児1名,年 中児:男 児1名)。本活動の参加者は
園児から小学生 と幅広 く,学習者には,発 達障害児,























ケッ ト)に差し込むのが難 しいので,も う少し太い棒




































5名(内 訳,小4男 児1名 小5男 児3名 小6男
児1名,う ち3名 は定型発達児)に2回 実施 し,ねらい
(1)～(6)全てを対象 とした。初回のみあるいは2回





毎回,自 由に 「分子模型型ものづくり学習キッ ト」
を用いた作品づ くりを行 った後に,テ キス トを用いて
分子を作製 してもらった。























後半のテキス ト模倣の部は,全 体 としては難 しかっ
たようだが,最 初の簡単なものは作 り上げ,テ キス ト
の写真の上に載せていた。彼は,2回 目の活動にも参









後半のテキス ト模倣部では,非 常に早 く模型づ くりを
完成させていった。彼は,普 段から 「プラモデル作製
が好き」 と話していた。特徴としては,テ キス トを見
て模倣 した完成品は,全 てテキス トと比較できるよう
に横に並べていた(図7右)。
図7(左)B君(小5)の 活動の様子:上 図はイス
(右)C君(小5)の 活動の様子:テ キス トの模倣
・D君(小4)
前半 の 自由作製 の部 では,① 「スーパーハ ン ド」,②
「ピエ ロ」,③ 「カエル」,④ 「ムキ ムキマン」,⑤ 「ス
ーパー ロボッ トマ ン」,⑥ 「バイキンマン」,⑦「シ ト」,
⑧ 「エ ヴァンゲ リオ ン」⑨ 「クモ」と作 品を展 開 した。
図8










反応 し 「臭い」 ともだえ苦しむ リアクションを示 した
(図9)。
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に感 じた。また,今 回は,互 いによく知る複数名(4
名)の 活動であったことから,お互いに作品を見せ合







































教材1セ ットを2名 で利用することで作品をつ くる
ペースが速 くなることも考えられ,ね らい(5)複数人
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